
25r」しに2005 20154 丈師7‐チiりP適圏

0 1定   員

10.予 差 通 過

平1、競 批 日程

12.参 加 資 格

13 遇 争 方 法

① 成年男学  4 2名   女子 39名  計 B l名
② ジユニア男手 30名  安子 30名  掛 6 0名
③ キやデット男子 2 1名  女子 2 1名  汁 4 2名  含rt1 8 3名

81撃翌張晶各 千8曇
0 + i F ツト男女各 16名〔争加人数により没買あり)

0日(金)  1■oo～18 :Oo  豊付、弓キ検章、公式鞭智、開発式
lo日(土)   8 130～12 i00   ジュニア勇女予出(76rn7 2本)

キヤチント男去予選 (00 向7 2本)
1   1 3 :0 0 ～16 :0 0   戒年男女予還(70m 7 ?本)

11日(甲)   8:30■ls t00  決購ラウンド全優別
l     ftt  i

題に登録済みの書。
何とする。〈締切日までに登鶴申捕書類が

パヽツチ以上の肝右者。こしキャデットにつ
うこれに準ずる大会の90 0 点以上か70 M
共い。但し成績―驚寝等で確盟てきる資料

ショナルチーム、第43回世界ターゲット遺

摘言所=獄隠躙路酵好
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第 2 回つま聴カップアT チ手リー大会腕催 要 項

葉第14回アジア畳手柱大会担者会

1 .主催 E主管  社団法人 金日率アーチェリー連盟

2.集   機   株式会社 つま意

●.期   日  平成,7年 9月 0 日 (金 ) ～1 1日 て日 )

4 会   場   伸田県掛,11市議水 20 0 0  つまな0 目的広揺
L  0 5 3 7 - 24 - 1 1 1 1

5、商 批 沼 呂 i ォリンビック ラヽウンド
コ予選  成年、ジュニア 70 m ラウンド

キヤデツト   60 m ラウンド

6 競 技 規 脚1  2 0 0 4～20 0 5年度 (社)全日本アーチェリー連盟距枝規則による。

7 競 技 部 「,   リカーブ部門

8 召   別   ① 成年男子・成年女子
の ジュニア男子・ジュニナ女子 (2005年1月1日現在18触未激)

炊■尋鞠 艶亀覇薔博乱雛詔謙盟 せる
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14ム遇脅対象期間

15.争  郷  賞

モれでも向点の特合はね■により決定する。
②キャ亨ットrこつぃては、申賄点めは解機上位から選考する。得点おt同点の対合は

次峰中鶴T 本定する。それでも同点の場合は抽出により決定する。

平成1` 年 18月16日(月)から平成17年 3月54 日(日)までとする。

蔵年 0、0 0 0円  ジュニ7 4 .0 00円  キャデット 2 .0 00日  
'

義   移

2 0 ,そ

申 込 力 数    !

鱗格蔀綿推譜翠騨盟盟ぎ盟期描靭 1
ち鴨

米緊急事はi手より矢鳩する場合1よ、理由を明配した火均腐を加盟団体縄白でく社)金ロ
本アT , ュッ亨違豊に提出すること。この機合摯加■等の退金はしないロ
中 込 翔 日  平茂17年 6月 lS日(月) 必者

の出将洪震者は出考齢県通知後 担ヽ閣以内に、加盟団体よリー括して下極回建に基金
i     し、甲時11中Ⅲ書いビー可)を送付する。【争加受】

《社〕全日本アT チエリー遠理
〒100 - 90 50  率京都渋谷区神蘭1- 1- 1
岸縄ゃ体青会館内4階 (社)全日本アーチェリー遠盟事務局宛
T草L :0 3‐348 1-240 2  FA X :03 - 34 8 1- 240 3

銀行日座者Ⅲ  みずほ銀行渋谷支店 普通日座 789 9 2

宿泊地所  齢岡県掛〕山市 「つま恵」
●加選手は主倍由体が4 旋する上配宿泊摘捜に予約することを条件とする。

宿泊■  1人 13,000日恥込み(3食付)

i 蔵  年    男女各 1位～B位  ☆品操与

０

７

８

ジユニア    勇女各 1位～8位  賞品授与

齢           キヤデツト    男女各  1位～4位   賞品慢与

10、出考対ユ  ホ出技会の最結成強により、1 1月4 日から12 日(派と予定)インドロニュー

.デリ■ド碑禅 れる第14回アジア通事機大会に、RC勇去上位4名を組をする。
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ギ雪封
置
軍軍

争阜李チ▲チエリー事出争R BIsな|び
1こT′ミッチを持争し、韓に焼すする

8畳襲部盤頴欝鑑鋼鶴籐亀鑑論舗補鰈播難撫揺
書題を郵送すること。
開にその旨を組入のこと。なお、集取り代行が必

しない。
1査を受けて、開会式には必ずつ加すること。

②虚生中の農盛等に関する応急処置は主使者で行うおく、その後の責任は員わない。なお、
争加争は悔書操離(館柱,スポーッ保険)に加入して争加することが出ましい。
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